
要となる食生活管理能力が十分に備わっているとは言い
難い状況であった。他方、大学生でアパートや学生寮な
どで一人暮らしをしている者の割合は、平成20年の調査
では40.3％に達しており 7）、これら一人暮らしをする者
には、当然のことながら自ら食事の選択や準備などを行
うために食生活管理能力がより一層必要になる。
　このような状況で高校生段階において、食生活管理能
力の形成を図るには、まず自分達の食生活の現状を正確
に把握し、そこに存在する課題にアプローチできるよう
に、学習内容や学習方法を工夫する必要がある。
　そこで、本研究は高等学校における家庭科での食生活
管理能力形成に向けた効果的な学習内容や学習方法を検
討するための基礎的な資料を得ることを目的に、高校生
の食生活の課題を明らかにした。

Ⅱ　研究方法

１．調査対象と調査時期
　調査対象はA県内の高等学校 1校の 1年生167人（男
子114人、女子53人）であった。調査は平成27年10月に
実施した。

Ⅰ　はじめに

　食は我々が生きていく上で最も基本的な欲求の一つで
あり、生涯に渡って健全な心身を培い、豊かな人間性を
育むために重要な生活領域である。それ故、中学校や高
等学校家庭科の食生活分野では、「生活の自立を図る」、
「生涯を見通した生活の営みを総合的にとらえる」や「家
庭科の学習を実際の生活と結びつける」などを目標とし
て、学習したことを日常生活に活用できるようにする指
導に重点が置かれている 1）2）。すなわち、食生活の自立
を図るために、食生活管理能力を形成することである。
　ところで、本来自立した生活者であるべき大学生を対
象とした食生活調査結果をみると 3）4）5）6）、学年が進行
するにつれて朝食を食べる者が激減する反面、外食の頻
度は増加すること、主食のみの食事をとっている者が多
く野菜の摂取が極めて少ないことなどが明らかにされて
いる。加えて、大学生において栄養素や調理法等の食に
関する知識の定着率はそう高くなく、食生活の自立に必
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要　　　旨
　本研究は、家庭科において自らの食生活を営む力である食生活管理能力を形成するために、より効果的な学習内容や学習
方法を検討することを目的とし、A県の高等学校 1校 1年生の 5学級計167人を対象に、食生活の実態と意識についてのア
ンケート調査を行った。その結果、朝食を毎日取っているのは約3/4の者であり、朝食メニューは、「主食のみ」という者が
男女ともに最も多かった。そして、メニューの栄養バランスを生徒自身が自己評価した結果、「わからない」と回答した者
が多くを占めた。また、生徒の自己評価と調査者による評価とが一致した者は非常に少なく、自分の食事の栄養バランスを
正確に判断する能力が身についている者は少ないことが明らかとなった。
　さらに、朝食メニューの組み合わせ方と昼食の栄養バランスの関連性を見ると、朝食メニューの組み合わせ方のバランス
がよい者は、昼食の栄養バランスがよい傾向にあり、食事についての基本的な考え方が影響しているものと考えられる。
　また、夜食を取る頻度が高いことや食生活に関する家事参加の低いことが明らかとなった。それゆえ、自分 1人で料理を
作ることができるという者は約2/3であり、カレーライスやチャーハンのように一品料理を挙げている者が多かった。この
ように、食生活の実態と意識を明らかにした結果、生徒自身が自らの食生活を振り返る機会が少ないこと、自らの食生活の
実態を踏まえての学習があまり行われていないことなどから生じたものと考えられる。したがって、まず学習前に自分の食
生活を振り返り、その結果を活かして学習できるような学習資料の作成が必要であると思われる。これらの学習資料の活用
により、自らがより良い食生活を送るための食生活管理能力の形成へとつなげていくことが、さらに今後の課題となる。
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約20％に達するという臓器である。したがって、朝から
学習活動に集中するには、栄養バランスを満たした朝食
の摂取が必要条件となるのである11）。
　次に朝食を誰と一緒に食べたかを尋ねたところ、表 2

に示すように全体では、「 1人」で食べた者と「家族」と
一緒に食べた者とでは、「 1人」で食べた者の方が若干多
いもののほぼ半々であった。男女別には、男子は「 1人」
で食べる者が、女子は「家族」と一緒に食べる者の方が
多かったが有意な差が認められるものではなかった。児
童・生徒の孤食による食生活上の課題が指摘されて久し
いが12）13）、本調査結果を見る限り、朝食においては高校
生の孤食は日常的になっている状態だと理解できる。

２．朝食の欠食理由と夜食の摂取頻度
　では、高校生が朝食を毎日食べない理由は何であろう
か。このことを明らかにするために、本調査において朝
食を毎日食べない者に、その理由を尋ねた。結果は表 3

に示した。
　最も多かったのは、「食べる時間がない」で女子が男
子を20％近くも上回っていた。この理由は、朝の身支度
に時間がかかるという思春期ならではの要因が影響して
いるのかもしれない。次いで、「食欲がない」であった。
心身の成長期にあって基礎代謝が高く、食欲旺盛のこの
時期に、男女とも約30％の者が「食欲がない」という回
答を行ったことには、食欲を妨げる何らかの要因がある
ものと考えられる。
　「朝食が用意されていない」という回答が、少数では
あるがみられた。確かに朝食が用意されていなければ食
べることはできない。ただ、高校生であればこれまでの
家庭科などでの学習から、自分自身で用意することは可
能なはずである。そこで、朝食を食べるという食習慣を
形成するには、今一度、朝食の重要性の確認と朝食を準

２．調査方法と調査内容
　昼食用の弁当の写真撮影を行うとともに、質問紙法に
よるアンケート調査では、朝食の摂取頻度、朝食の内容
やその栄養バランスの自己評価と調査者による評価など
の朝食の摂取状況、一人で作ることができる料理などの
食生活に関する意識と実態を明らかにした。

Ⅲ　結果及び考察

１．朝食の摂取状況
　高校生が朝食を食べる頻度や誰と一緒に食べているの
かなどの、朝食の摂取状況について尋ねた。
　まず、朝食を食べる頻度については、表 1に示される
通りである。表 1から明らかなように、「必ず毎日食べる」
と回答した者は、男女生徒とも約75％であった。次に、「 1

週間に 2～ 3日食べないことがある」や「 1週間に 4～
5日食べないことがある」というように、何日か欠食す
る者は男子が13.1％に対して、女子は24.6％で女子が男
子のほぼ 2倍であった。これに対して「ほとんど食べな
い」者は、男子が11.4％で、女子は皆無であった。
　これら朝食の摂取頻度について男女生徒間に違いがある
か否かを明らかにするためにχ2検定を行ったところ、 5

％水準で有意差が認められた。すなわち、その違いは、週
に何回か欠食する者は女子に多く、ほとんど食べないとい
う者は男子に多いという実態によるものと考えられる。
　これら朝食の摂取頻度は、農林中央金庫による東京近
郊の高校生を対象とした2006年と2012年の調査結果とほ
ぼ同様であった 8）。しかし、同じく農林中央金庫による
2014年の独身20代を対象にした調査結果では、朝食の欠
食率は約半数にのぼるという結果であった 9）。したがっ
て、20代になると朝食を食べないものが多くなるという
予期的社会化を予防するには、高校生の段階においても
朝食の必要性を科学的に理解し10）、朝食を作るという実
践力を確実に身につけることが求められる。
　また、学習活動が生活の中心である高校生において、
「必ず毎日食べる」という者が全体の約75%であること、
しかも男子の欠食率が11.4％という数値は、決して看過
できるものではない。高校生では、何よりも学習に対応
できる脳の活性化が重要である。その脳が機能するには
ブドウ糖が必要なのである。すなわち、脳の重さは体重
の 2％を占めるに過ぎないが、エネルギー消費量は実に

表 3 　朝食の欠食理由

表 2 　朝食を誰と食べたか

表 1 　朝食を食べる頻度
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３．朝食メニューの組み合わせ方と栄養バランスの自己評価
　高校生がアンケート調査日にどのような朝食を取った
のか、その内容を絵に描いてもらい、栄養バランスが取
れているか否かの自己評価を行ってもらった。表 5は分
類した朝食のメニューの組み合わせ方、表 6には朝食の
自己評価を示した。
　まず、表 5に示した朝食のメニューの組み合わせ方を
見ると、17に分類できた。各組み合わせ方が占める割合
には差異があるものの17もの形式が存在したということ
は、家族員それぞれが食べたいものを食べるという、個
食が進行していると言える。　
　では、具体的にはどのような組み合わせ方が多いのか
を見ると、男子は「主食のみ」が約1/4と最も多く、次
いで「主食＋主菜」、「主食＋主菜＋副菜」という順位で、
他の食事形式はいずれも10％に満たなかった。女子にお
いても男子と同様に、「主食のみ」が最も多く40％近い
割合を占めた。次いで「主食＋デザート」、「主食＋汁物」
と続き、他の食事形式に分類できるのはいずれも10％未
満であった。それでも、男子が主食と共に主菜や副菜と
いったいわゆるおかず類を取っているのに対し、女子で
は「主食とデザート」、「主食と汁」といった組み合わせ
方がみられ、1食の食事というよりもまさに軽食といっ
た感覚で取っているのではないかと思われる。
　また、組み合わせ方を見ると、「主食」に加えて「主菜」、
「副菜」、「汁物・デザート」のいずれかあるいはそれら
の中で幾つかを組み合わせて取っていた者と、主食のみ
の者を合わせて主食を取っていたと分類できる者は、男
女とも約95％であった。このように、高校生はまず主食
を取ることを大変重視しているものと考えられる。しか
し、栄養バランスを取ったり、多様な食品を摂取したり
するという観点からみて、1食として望ましい「主食＋

備できる能力が身についているか否かをチェックする機
会があるとよいと思われる。また、「太りたくない」と
いう理由は男女共に回答はなく、朝食ではカロリーや量
を気にしている者はほとんどいなかった。このような朝
食の欠食理由について、男女間の違いを明らかにするた
めχ2検定を行ったところ、有意差は認めらなかった。
　朝食を食べないのは、男女とも約1/3の者が「食欲が
ない」を理由としていた。そこで、朝食の食欲に影響を
与える要因として考えられる夜食について、その頻度を
調査した。
　結果を表 4から見ると、男女とも夜食を「 1週間に 2

～ 3日食べる」が約1/4と最も多く、次いで「ほとんど
毎日食べる」、「 1週間に 4～ 6日食べる」という順位で
あった。このように、頻度の差はあるものの「夜食を食
べる」という者が半数以上に達しており、高校生の食生
活に占める夜食のウエイトは大きいと言える。夜食を食
べる頻度において男女間に違いがあるか否かをχ2検定
によって求めたところ、有意差は認められなかった。
　夜食を食べるということは、当然のことながら朝食
に影響を及ぼし、「食欲がない」ので「朝食を食べない」
というように食習慣に悪循環をもたらしているものと考
えられる。

表 4 　夜食を食べる頻度

表 5 　朝食のメニューの組み合わせ方　
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が身についてこそ、栄養バランスの良い食事を取るため
の第一歩なのである。
　高校生の段階でこのように「分からない」という者が
多いということは、栄養学習の活用力が十分でないと言
えるので、さらに実際に即した学習を工夫することが必
要となろう。
　高校生が実際にどのような内容の朝食を食べたかを明
らかにするため、生徒自身が記述した絵の中から 5例を
図示したのが表 7である。
　既に表 5に示した朝食のメニューの組み合わせ方と関
連させてみると、「高校生の朝食のモデルはこれだ」と
言うことができないくらいに多様化していることが見て
取れる。
　とにかく、主食をメインにして食べている実態は理解
できるが、実際に朝食として食べた内容は多様で、自己
評価結果を含めて、検討が必要なことを示すものとなっ
ていた。

４．朝食の自己評価と調査者評価との関連性
　調査者が、高校生の朝食の栄養バランスがとれている
のかについて評価を行った。評価は、「主食」、「主菜」、「副
菜」、「汁物・デザート」がそろっているか、調理法に偏
りはないかなどについて食事バランスガイドなどを参考
に、1食分にふさわしい量や栄養素が備わっているのか
を総合的に判定した。結果を表 8に示した。
　まず、調査者の評価で最も多かったのは、「あまり栄
養バランスがとれていない」の35.3％であった。次いで、
「まったく栄養バランスがとれていない」が32.9％と、こ
れらを合せると68.2％であり、2/3以上の者が栄養バラ
ンスのとれていない朝食を取ったと判断することができ
た。それ故、「とても栄養バランスがとれている」と判
断できた者は、7.2％と極めて少なかった。そして、生徒
による自己評価との関連性を相関係数によって求めてみ
ると、r＝0.19という低い値であり、両者にはほとんど関
連性が認めらないと言える。したがって、高校生は自分
の食事について栄養バランスを正確にチェックする能力
がついているとは言えない状態であった。
　このように調査者によって栄養バランスがとれていな
いと判断された朝食を取っていた者が多かったことは、
朝食の重要性からみて、食生活管理能力に課題があると
言える。
　ただ、調査日は限られた 1日であり、家庭や個人の状
況により食事内容や食欲が変化するため、必ずしもその
ような朝食のメニューを毎日取っているわけではないと
思われる。しかしながら、摂取した朝食の栄養バランス
が取れているか、あるいは取れていないかということを
正確に判断できること、判断能力を身につけていること
が重要である。このことから考えると、調査者の評価
と生徒による自己評価があまり一致していないというの
は、生徒において食事の栄養バランスの判断能力が十分
に身についていないという状態によるものと言える。

主菜＋副菜＋汁物・デザート」という食事形式は、男子
が6.9％、女子が4.2％に過ぎなかった。加えて、「デザー
トのみ」が 5人、「主菜のみ」と「飲み物のみ」という
組み合わせ方が各 1人ずつあった。
　一般的に見れば、朝食を全く取らないよりも主食だけ
でも取ることはよいことである。ただ、近年の研究から、
主食のみを取るということは、その機能から朝食をとら
ないのと同じ状況であることが解明されている14）。した
がって、高校生という発達段階における栄養バランスの
観点からみて、朝食の内容の見直しを求められる者が多
いことが理解できた。もしこのような食習慣が続くよう
であれば、食生活を再検討する必要が生じてくる。 

　次に、高校生が自分の朝食の栄養バランスを自己評価
した結果を表 6に示した。
　この自己評価結果にはχ2検定によって男女間の有意
差が認められなかったので、全体的な傾向を見ることに
した。
　「とても栄養バランスが取れている」と評価した者は
6.6％と低く、また、「やや栄養バランスが取れている」
と評価した者も16.8％であった。これら「とても栄養バ
ランスが取れている」と「やや栄養バランスが取れてい
る」を合せると23.4％に過ぎず、自分で「栄養バランス
が取れている」と評価できる朝食をとっている者は1/4

にも満たなかった。これに対して、「あまり栄養バラン
スが取れていない」が20.4％。「まったく栄養バランスが
取れていない」は11.4％であり、両者を合せると31.8％
であった。
　これらの結果から理解できるように、栄養バランスが
取れていないと自己評価した朝食を取った者の方が多か
ったことは、食生活管理能力を形成するための課題の一
つである。
　加えて、それ以上に「分からない」と評価した者が、
全体で40％近くいることは大きな課題となる。実際に、
栄養バランスが取れた食事を取るためには、まず栄養バ
ランスを取ることに留意する必要があり、次に栄養バラ
ンスが取れているか否かを判断できる能力が必要となる
のである。したがって、自分自身が食べる食事は栄養バ
ランスが取れているか否かについて適切に判断する能力

表 6 　朝食の自己評価
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表 7 　自己評価と具体的な朝食の内容
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がとれていない」が28.7％、「まったく栄養バランスがと
れていない」が11.0％であった。「とても栄養バランスが
とれている」と評価できた者は、わずか5.1％と非常に少
ない結果であった。弁当を一見すると、主菜と副菜にな
るおかずを詰めてあるものが多く、食欲旺盛な高校生に
ふさわしい量であると判断できた。しかし、弁当の中身
を詳細に見ると、肉、ハム、ちくわや卵を使用した主菜
が著しく多いのに対して、同じ主菜に分類できる豆料理
はわずかであった。また、副菜になる野菜類が非常に少
ない弁当が多かった。極端なのは、いわゆるおかずの全
てが肉や卵料理の主菜であり、副菜が全く入っていない
弁当も少なくはなかった。
　朝食メニューの組み合わせ方と調査者による評価の関
係を見ると、「主食＋主菜＋副菜」や「主食＋主菜＋副
菜＋汁物」などのメニューの組み合わせ方であった者は、
昼食でも比較的栄養バランスの良い内容であった。しか
し、朝食が「主食のみ」といったメニューの者は、昼食
も栄養バランスが良いとは言えない傾向にあった。これ
らのことから、朝食と昼食である弁当の栄養バランスに
は関連性があるといえる。これは食事についての基本的
な考え方が影響しているものと考えられるので、成長期
にあり、学業やスポーツなどの活動にとってどんな栄養
バランスが重要なのか、具体例を通して検討できるよう
な学習機会を設けるべきだと思われる。

５．朝食メニューの組み合わせ方と昼食の栄養バランス
との関連性

　食生活は 1食、1食の積み重ねである。その 1食の良
否によって食生活は、良くも悪しきにもなるのである。
そこで、朝食とともに昼食についても併せて検討するこ
ととした。
　高校生の昼食である弁当と朝食との関連性を明らかに
するため、アンケート調査当日に撮影を承諾した136人
を対象として、昼食用弁当の写真を撮影した。そして、
調査者が各々の弁当について 3：1：2弁当箱法15）を参考
に、栄養バランスの評価を行った。評価の判断基準とし
て、「とても栄養バランスがとれている」は、主食：主菜：
副菜＝ 3：1：2の割合であること、「やや栄養バランス
がとれている」は、偏りはややあるが、主食＋主菜＋副
菜のメニューであること、「あまり栄養バランスがとれ
ていない」は、主食と主菜か副菜のどちらかのみ、また
は主食の割合が極端に多いこと、「まったく栄養バラン
スがとれていない」は、主食のみ、または主食にトッピ
ング程度の主菜か副菜があることとした。
　朝食メニューの組み合わせ方と昼食の栄養バランスの
評価について、クロス集計した結果を表 9に示した。
　まず、昼食用弁当の栄養バランスを調査者が評価した
結果、最も多かったのは、「やや栄養バランスがとれて
いる」の55.1％であった。次いで、「あまり栄養バランス

表 8 　朝食の自己評価と調査者による評価との関連
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逆に女子は“○○を食べない”という意識が高いことが
分かった。2012年の高校生の食に関する意識の調査によ
ると16）、最も関心が高いのは男女ともに「料理の作り方」
であり、男子は次いで、「おいしい食品・店」、「からだに
良い食べ物」と「栄養」と続いている。女子は「カロリー・
ダイエット」の割合が高く、それに続いて「おいしい食
品・店」、「からだに良い食べ物」、「栄養」となっていた。
これらの結果と本調査結果を合わせて総合的に見ると、
食べないという意識が高い女子は体型維持のための食事、
食べるという意識が高い男子は成長するために食事をし
ているという、男女の食事に対する意識の違いが伺えた。
　さらに、全項目の中で「分からない」と答えた者が多
かったのは「栄養バランスを考えて食べる」であり、男
女ともに40％以上であった。男子は比較的食事の内容に
ついては意識しながら摂取しているようであるが、肝心
の栄養バランスについては意識が低く、食品と食品に含
まれる栄養素との関係を十分に理解できていないようで
ある。女子は、食べ方について「好き嫌いをしない」と
いう割合が少なかったが、それ以上に「栄養バランスを
考えて食べる」ということに気をつけている者が少なか
った。食事の内容よりも、食事の雰囲気づくりや自分自
身が良いと思わない食品を摂取しないことが分かった。
　男女生徒間に食事において気をつけていることの順位
に関係が見られるのかを調べるために、「はい」と回答し
た者について、スピアマンの順位相関係数を求めた。そ
の結果、r＝0.55となり、気を付けていることのそれぞれ
の割合は異なるものの、順位にはかなり高い関連性が認
められた。

６．食生活において気をつけていること
　高校生が食生活において気をつけていることを明かに
するため、食べ方や内容などの11項目を「はい」、「いいえ」、
「わからない」の 3件法で尋ねた。質問項目とその結果は
表10に示した通りである。
　まず、食べ方についての項目である「食事はゆっくり
よくかんで食べる」、「朝・昼・夜の 3食必ず食べる」、「好
き嫌いをしない」と「楽しく食べる」の 4つについて見
ると、「はい」と答えた者が多かったのは、「朝・昼・夜
の 3食必ず食べる」で男女ともに70％以上であった。表
1に示した朝食を食べる頻度の調査結果において、毎日
朝食を食べる者が約3/4を占めたので、これらの者が朝食
を食べているかどうかの関連を見ると、3食食べること
を意識している者のほとんどが、実際に毎日朝食を食べ
ており、意識と行動が一致していると言える。したがって、
朝食を食べることへの意識が高まれば、朝食を食べると
いう行動につなげることができると考えられる。次に多
かったのは「楽しく食べる」で、男女とも過半数を超え
ていた。続いては、男子は「好き嫌いをしない」、女子は
「食事をゆっくりよくかんで食べる」という順位であった。
　食事の内容についての項目は、「栄養バランスを考えて
食べる」、「できるだけ多くの食品を食べる」、「ジュース
などを飲み過ぎない」、「お菓子やスナック菓子を食べ過
ぎない」、「塩からいものを食べない」、「牛乳や小魚をた
べる」と「色の濃い野菜を食べる」の 7つについてである。
「塩からいものを食べない」以外の 6項目において、「は
い」と答えた者は全て男子の方が多かった。また、男子
は特に“○○を食べる”という項目についての意識が高く、

表 9 　朝食のメニューの組み合わせ方と昼食（弁当）の調査者による評価との関連性
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表10　食事において気をつけていること

８．自分だけで作ることが出来る料理
　高校生は、自分 1人でどのような料理が作れるであろ
うか。このことを明らかにするため、まず、自分だけで
作ることができる料理があるかどうかを尋ね、その結果
を表12に示した。
　自分 1人で料理を作ることができると回答した男子は
60.2％、女子は73.1％であった。家庭科の食生活につい
ての学習は、小学校から高等学校段階まで児童・生徒の
実態を踏まえて必ず調理実習を行うことが計画されてい
る。このことを考慮すると、自分だけで料理を作ること
が出来るという者の割合が60～70％であったということ
は、学習が知識の習得だけに終わっていて、実際の生活
に十分活用されていないのではないかと推測される。
　したがって、学習したことが日常生活に活用できるよ
うに、指導内容や指導方法をさらに工夫する必要がある。

　さらに、自分だけで料理が作れると回答した者に、1

人で作ることができる料理名を 1人 3つまで尋ねた。そ
の結果は図表で示していないが、男女合わせた103人が
回答した一人で作ることが料理名は、計41種類であった。
その中で、最も多かったのが「カレーライス」の33.0％

７．食生活についての家事参加
　高校生が家庭で食生活について、どのような家事参加
を行っているのかを尋ねた結果は表11に示した。結果は
複数回答で求めたものである。
　まず、家事参加の全項目において、男子よりも女子の
割合が多くよく参加しているとも言えるが、χ2検定によ
り有意差は認められなかった。
　全体で見ると、「後片付け」は半数の者が、「テーブル
の片づけ」は半数近い者が、「食器洗い」は約30％の者
が行っていた。「買い物」や「料理の手伝い」は1/4の者
が行っているに過ぎず、内容によって家事参加の違いが
認められた。家事参加を「していない」という者は男子
に多いが、全体で見ると20％を超えており、高校生段階
では学業やスポーツなどの部活動による多忙さから、参
加自体に難しさがあるのかもしれない。

表11　食生活についての家事参加 表12　自分だけで料理を作ることができるか
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で、次いで「チャーハン」32.0％、「オムライス」28.2％
という順位であった。これらに次ぐのが「ハンバーグ」
の20.4％であり、上位 3つの 1人で作れる料理の割合と
は差があった。上位 3つの料理の共通点は、ご飯をメイ
ンにして主菜や副菜を加えることができることにあり、
1食として十分成り立つ料理である。また、生徒にとっ
て好きな料理の上位を占め、調理のプロセスが簡単、調
理時間が短くて比較的作りやすかったりするなどの条件
を備えており、自分で作ることに意欲的になったものと
考えられる17）。　　
　逆に、この調査で注目したいことは、みそ汁とご飯を
あげた者の割合が極めて低かったことである。すなわち、
みそ汁を 1人で作れる者は13.6％、ご飯は1.9％に過ぎな
かった。このみそ汁とご飯は、家庭科での唯一の指定題
材であり、しかも小学校で学習する内容である。したが
って、全ての生徒に必ず学習経験があり、このみそ汁と
ご飯はいわば、全員が作ることが出来るといえる料理で
ある。
　しかし、表11で示した通り、食生活の家事参加におい
て「料理の手伝い」という回答は全体で26.4%でしかな
かったので、家庭でみそ汁やごはんを作るということを
実際に行った者は少ないのかもしれない。したがって、
みそ汁とごはん作りについても、学校での学習のみで終
わらないような指導の工夫が求められる。

９．家族による食生活についてのしつけ
　家族による食生活についてのしつけの実態を明らかに
するため、食事の際、家族からどのような注意を受けた
のかについて尋ね、その結果を表13に示した。
　男女とも「好き嫌いなく食べる」が最も多く、次いで「テ
ーブルにひじをついて食べない」であり、20％以上の者
が注意を受けていた。家族から見て、食べ方のマナーと
食べる内容が重視されていると言える。「食事前の手洗
い」、「食事の挨拶」や「食器のおき方」の基本的なマナ
ーは、数パーセントから10％程度であり、高校生段階で
は重視されていなかった。
　「特になし」というのが割合としては最も多く、全体

では半数を占めた。当の高校生から見て、家族からの食
生活のしつけは、重視されているという状況ではなかっ
た。

Ⅳ　まとめ

　生涯に渡って健全な心身を培い、豊かな人間性を育む
ためには、食生活についての学習は不可欠である。そこ
で、本研究は高等学校における家庭科での食生活管理能
力形成に向けた効果的な学習内容や学習方法を検討する
ための基礎的な資料を得ることを目的に、高校生の食生
活の実態と意識を調査することによって課題を明らかに
した。
　まず、朝食の摂取状況を見ると、男女とも約3/4の者
は毎日取っていた。朝食を毎日取らない者については、
夜食を食べるということの影響が強く見られ、高校生の
食生活に占める夜食のウエイトは大きいものであった。
また、朝食メニューの組み合わせは、「主食のみ」とい
う者が全体の約30％を占めていること、逆に「主食」、「主
菜」、「副菜」と「汁物」という栄養バランスの取りやす
い組み合わせ方は極めて少なく、高校生においても朝食
の必要性と朝食の内容についての理解と実際に取れるよ
うな実践力を育成することが必要になる。さらに、自ら
が食べた朝食の栄養バランスを正確に判断ができない者
が多いことが明らかとなった。自らの食事を振り返り、
正しい栄養的判断ができる能力を身に付ける必要があ
る。
　 朝食メニューの組み合わせ方と昼食の栄養バランス
の関連性を見ると、朝食メニューの組み合わせ方のバラ
ンスがよい者は、昼食の栄養バランスがよい傾向にあり、
食事についての基本的な考え方が影響しているものと考
えられる。
　高校生が食事について気を付けていることは、「朝・昼・
夜の 3食必ず食べる」、「楽しく食べる」や「お菓子やス
ナック菓子を食べ過ぎない」などであった。食生活につ
いての家事参加は積極的ではなく、その影響があるため
か自分だけで料理を作ることが出来るというものは約
2/3にとどまっていた。作ることの出来る料理の上位は、
カレーライス、チャーハンとオムライスであった。小学
校家庭科での必修の内容であるみそ汁とご飯は大変少な
かった。食生活に関する家族からのしつけは、高校生で
あるためか、積極的になされてなかった。
　以上のように、高校生の現在の食生活を取り上げ、そ
こに潜む課題を明らかにすることが出来たので、学習内
容や学習方法を工夫し高等学校卒業後の生活にも活用出
来る食生活管理能力の形成に役立てたい。
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